
関
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
や

歓
迎
行
事
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
。

同
大
学
野
球
部
へ
の
支
援

は
釧
路
で
合
宿
を
開
始
し
た

平
成

年
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
今
年
で

回
目
を
迎
え

た
。今

回
は
選
手
や
監
督
、
ス

タ
ッ
フ
ら
約

人
へ
、
西
池

会
長
を
は
じ
め
伊
貝
義
子
副

会
長
、
古
俣
静
子
幹
事
長
が

お
弁
当
と
お
菓
子
を
手
渡

し
、
選
手
ら
を
激
励
し
た
。

選
手
ら
は
元
気
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、
会
長
ら
の
エ
ー

ル
を
お
弁
当
と
と
も
に
受
け

取
っ
た
。

釧
路
を
元
気
に
す
る
華
実

の
会
（
西
池
詔
江
会
長
）
は


日
（
月
）
、
釧
路
商
工
会

議
所
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
応

援
す
る
市
民
有
志
の
会
と
と

も
に
、
夏
季
合
宿
で
来
釧
中

の
亜
細
亜
大
学
硬
式
野
球
部

へ
昼
食
を
提
供
し
た
。

当
会
は
、
地
元
釧
路
を
元

気
に
す
る
た
め
に
、
地
域
に

見
交
換
や
講
師
へ
の
個
別
質

問
な
ど
活
発
に
交
流
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
多
く

の
学
び
が
得
ら
れ
、
創
業
へ

の
道
筋
が
明
確
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
当
所
よ
り
創
業

ス
ク
ー
ル
の
説
明
と
、
ス
ク

ー
ル
修
了
者
が
優
遇
を
受
け

ら
れ
る
補
助
金
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
間
の
意

ら
い
た
い
と
の
考
え
か
ら
企

画
・
実
施
に
至
っ
た
。

当
日
は
、
㈱
日
本
政
策
金

融
公
庫
釧
路
支
店
支
店
長
の

恒
川
孝
司
氏
、
同
じ
く
国
民

生
活
事
業
融
資
課
長
の
河
合

武
雄
氏
、
釧
路
市
商
業
労
政

課
商
業
労
政
係
長
の
山
崎
隆

氏
、
釧
路
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ

地
域
活
性
ワ
ー
カ
ー
の
川
辺

真
理
子
氏
を
講
師
に
、
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

は
じ
め
に
恒
川
氏
、
河
合

氏
は
『
創
業
に
向
け
た
事
業

計
画
の
策
定
と
資
金
調
達
』

と
題
し
計
画
策
定
の
要
点
を

説
明
。
河
合
氏
は
「
最
大
の

壁
は
資
金
繰
り
。
綿
密
に
計

画
し
リ
ス
ク
を
減
ら
す
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
山
崎
氏
が
市
の

支
援
制
度
や
協
力
隊
に
向
け

た
補
助
金
の
情
報
を
共
有
し

た
の
ち
、
川
辺
氏
が
地
域
課

題
の
解
決
を
志
す
事
業
を
支

援
す
る
枠
組
み
『
Ｋ
Ｃ
ボ
ー

ド
』
の
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
。

（
金
）
午
前
９
時

分
よ
り

ペ
ン
ギ
ン
フ
ァ
ー
ム
（
北
大

通
３
）
に

て

開

催

し
、
釧
路

近
郊
の
協

力
隊
８
人

が
参
加
し

た
。本

事
業

は
、
協
力

隊
に
対
し

て
、
創
業

に
向
け
た

情
報
提
供

や
企
業
と

の
つ
な
が

り
を
創
出

し
、
任
期

終
了
後
も

当
地
域
を

離
れ
ず
引

き
続
き
活

躍
し
て
も

『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
向

け
勉
強
会
』
を
７
月

日

ョ
ン
を
作
り
出
す
出
発
点
と

し
た
い
」
と
展
望
を
述
べ
た

後
、
開
催
実
現
に
向
け
た
プ

レ
ゼ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

今
後
は
、
北
海
道
Ｙ
Ｅ
Ｇ

で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
全
国
大
会
開
催
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
く
。

会
開
催
候
補
地
〝
北
海
道
釧

路
〟
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を

開
き
来
賓
や
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ


全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
ら

約
２
６
０
人
が
参
加
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
釧
路
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
田
野
竜
之
介
会
長
が

「
先
人
の
想
い
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
大

会
誘
致
と

い
う
大
き

な
挑
戦
に

取
り
組
ん

で
い
る
。

大
会
を
通

じ
各
地
の

課
題
を
共

有
し
、
日

本
経
済
を

牽
引
す
る

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
イ

ノ
ベ
ー
シ

道
で
は
、
帯
広
と
岩
見
沢
に

て
過
去
２
回
行
わ
れ
て
お

り
、
釧
路
が
３
か
所
目
。

開
催
決
定
に
至
っ
て
は
、

６
月

日
（
金
）
に
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
視
察
部
会
が
開
催
候

補
地
視
察
の
た
め
釧
路
市
内

の
会
場
予
定
地
を
訪
れ
、
そ

の
結
果
を
も
っ
て
日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
役
員
会
で
採
択
さ
れ
た
。

６
月
の
視
察
の
際
に
は

『
第

回
全
国
大
会
釧
路
大

７
月

日
（
金
）
、
日
本

商
工
会
議
所
青
年
部
の
『
第


回
全
国
大
会
』
を
令
和


年
２
月
に
釧
路
市
で
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。

本
大
会
は
、
会
議
所
活
動

の
一
翼
を
担
う
青
年
経
済
人

の
交
流
と
研
鑚
を
目
的
に
、

全
国
の
商
工
会
議
所
青
年
部

（
＝
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
を
有
す
る
地

域
か
ら
開
催
地
を
選
定
し
年

１
回
開
か
れ
て
い
る
。
北
海

れ
た
。

当
所
で
は
、
今
後
も
地
域

事
業
者
の
課
題
解
決
に
向

け
、
実
践
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
く
。

事
実
を
持
続
的
に
発
信
し
て

ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

会
場
で
は
参
加
者
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
講
師
か
ら
の

問
い
か
け
に
応
え
る
な
ど
積

極
的
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら

整
理
は
求
人
力
を
高
め
る
チ

ャ
ン
ス
。
獲
得
し
た
資
金
を

福
利
厚
生
な
ど
に
『
２
次
活

用
』
し
て
定
着
率
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
た
。

８
月
４
日
（
火
）
に
は
、

釧
路
市
や
阿
寒
町
・
音
別
町

商
工
会
な
ど
と
、
伝
え
方
に

悩
む
事
業
者
の
発
信
力
向
上

を
目
的
と
し
た
『
広
報
の
プ

ロ
が
教
え
る
、
情
報
発
信
力

向
上
セ
ミ
ナ
ー
』
（
㈱
Ｐ
Ｒ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
協
定
事
業
）

を
開
催
。
初
心
者
向
け
の
発

信
術
や
自
社
の
ネ
タ
探
し
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
角
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

た
。講

師
の
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス

タ
ー
で
㈱
キ
ャ
ス
ト
リ
ポ
ー

ト
代
表
取
締
役
の
掛
橋
愛
理

氏
は
「
身
近
な
出
来
事
に
こ

そ
価
値
が
あ
る
。
客
観
的
な

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
、

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

保
と
共
催
し
、
人
材
育
成
や

設
備
投
資
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
『
よ
く
わ
か
る
雇
用
・

労
働
分
野
の
助
成
金
セ
ミ
ナ

ー
』
を
開
催
。
雇
用
・
労
働

に
関
す
る
制
度

の
情
報
と
と
も

に
、
助
成
金
の

基
礎
知
識
や
、

正
社
員
化
・
設

備
投
資
な
ど
の

具
体
的
な
活
用

事
例
が
解
説
さ

れ
た
。

講
師
の
社
会

保
険
労
務
士
法

人
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｙ
・

特
定
社
会
保
険

労
務
士
の
並
木

陽
子
代
表
は

「
労
働
環
境
の

当
所
で
は
、
地
元
事
業
者

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
と
持

続
的
な
成
長
を
支
援
す
る
た

め
、
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
に
て
２
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。

７
月

日
（
水
）
に
は
、

な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

な
る
」
と
訴
え
た
。

災
時
に
日
本
の
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
守
り
抜
く
国
家
的

る
高
規
格
道
路
の
未
開
通
区

間
解
消
と
整
備
促
進
は
、
被

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
早

期
整
備
・
機
能
強
化
、
地
域

産
業
や
住
民
生
活
を
支
え
る

道
内

空
港
の
維
持･

存
続


港
湾
施
設
の
地
震
・
津
波
対

策
の
推
進
を
要
請
。
令
和
９

年
度
予
算
の
確
保
と
省
を
挙

げ
て
の
協
力
を
求
め
た
。


日
に
は
自
民
党
北
海
道

選
出
国
会
議
員
と
懇
談
会
を

実
施
し
、
栗
林
会
頭
が
「
根

釧
地
域
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
農
業
産
出
額
を
誇
り
、

日
本
の
食
料
安
全
保
障
を
支

え
て
い
る
。
道
東
の
物
流
が

止
ま
る
と
日
本
の
食
卓
が
止

ま
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
当

地
域
の
港
湾
や
道
路
は
食
料

供
給
網
に
直
結
し
て
い
る
」

と
強
調
。
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
さ
ら
な
る
高
度
化
と
高

規
格
道
路
の
整
備
が
釧
路
港

の
機
能
を
最
大
化
す
る
鍵
に

な
る
と
話
し
た
。

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時

に
代
替
道
路
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
と
し
「
道
東
に
お
け

商
工
会
議
所
会
頭
ら

人
が

参
加
。
北
海
道
経
済
が
抱
え

る
課
題
や
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
経
営
環
境
改
善
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
な
ど
計


項
目
に
つ
い
て
、
全
道


商
工
会
議
所
会
頭
連
名
の
要

望
書
を
関
係
機
関
へ
提
出
し

た
。国

土
交
通
省
・
廣
瀬
昌
由

技
監
へ
の
要
望
で
栗
林
会
頭

は
「
人
や
物
の
流
れ
を
支
え

る
社
会
資
本
の
整
備
が
必
要

不
可
欠｣

と
述
べ
北
海
道
新

幹
線
の
開
業
時
期
の
早
期
明

示
や
、
鉄
道
貨
物
維
持
の
た

め
の
並
行
在
来
線
『
函
館
―

長
万
部
』
間
の
存
続
、
本
州

と
北
海
道
を
結
ぶ
陸
路
で
あ

る
『
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
』

の
早
期
調
査
実
施
を
強
く
求

め
た
。
併
せ
て
、
高
規
格
道

会
頭
を
務
め
る
栗
林
定
正
当

所
会
頭
を
含
む
道
内
各
地
の

当
日
は
安
田
光
春
道
商
連

会
頭
の
ほ
か
、
道
商
連
で
副
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北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
（
＝
道
商
連
）
で
は
、
７
月

日
（
木
）
・

日(

金)

の
２
日
間
に
わ
た
り
東
京
に
て
中
央
要
望
を
行
っ
た
。
道
内
各
地
の
商
工
会
議
所
会
頭

が
参
加
し
、
財
務
省
、
国
土
交
通
省
技
監
、
北
海
道
局
、
観
光
庁
、
鉄
道
局
、
道
路

局
、
航
空
局
、
経
済
産
業
省
な
ど
を
訪
問
し
た
。

釧
路
で
開
催
が
決
定

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ

全

国

大

会

令
和

年
２
月
に

経営強化と発信力向上へ

２つのセミナー開催

６月に開催したフォーラム

講演する並木氏（左）と掛橋氏

令
和
９
年
度
予
算
確
保
へ

道
商
連

中
央
要
望
を
実
施

新たな選択肢と接点を
地域おこし協力隊向け勉強会

創業に向けた基礎学ぶ

亜
大
野
球
部
の
合
宿
を
応
援

華
実
の
会

お
弁
当
で
お
も
て
な
し

選手にお弁当を手渡すメンバー

山田経済産業副大臣へ要望を行う栗林会頭（左から２番目）

地域おこし協力隊を対象に行った勉強会

５ ２０２６年（令和８年）８月１５日（土曜日） （第三種郵便物認可）


